
新島の真ん中辺
りに以前からある
ディーゼル発電
所。その敷地内
にも蓄電池と制
御システムが設
置されている。
つくる電気と使う
電気の微妙なバ
ランスを保つため
に、なくてはなら
ない設備だ。

東光高岳新島電気所 電気をつくるために、できるだけたくさんの自然エネル
ギーを取り入れる。その方法を探るのが、このプロジェ
クトの大きな目的だ。そのために行われているのが、
以前から使われていたディーゼル発電所と、プロジェク
トのために後から設置された太陽光発電所と風力発電
所でつくる電気を上手にミックスさせる実証試験。設
備は、新島と式根島のあちこちに設置されていている。

新島は、東京から南に約160kmの太平洋に浮かぶ
細長い島。左手の奥に見えているのは式根島だ。ど
ちらも伊豆諸島に含まれる島の1つで、東京都の新
島村に属している。

風力発電機は、高さ41.5mの
柱の上に、長さ16mのブレード
が3枚ついている。下にあるコ
ンテナは、つくった電気をため
ておくための蓄電池だ。新島は
外洋に面しているので、普段か
ら風が強く、風力発電にはうっ
てつけ。

ゆるい斜面を利用し
て設置された太陽光
パネル。千数百枚の
パネルには10°の角度
がつけられている。
その他、新島小学校
と中学校、式根島小
学校と中学校などに
も太陽光パネルが設
置され、プロジェクト
に協力している。

静岡県

山梨県

　2011年
ねん

に起
お

きた東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のとき、発
はつ

電
でん

所
しょ

が被
ひ

害
がい

を受
う

けて、充
じゅう

分
ぶん

に電
でん

気
き

をつくれなくなってしまったことが
ありました。そのため、地

ち

域
いき

によっては一
いち

時
じ

的
てき

に電
でん

気
き

をス
トップさせる「計

けい

画
かく

停
てい

電
でん

」が行
おこな

われ、あらためてエネルギー
のことをみんなで考

かんが

えなければならないという機
き

運
うん

が高
たか

ま
りました。さらに、環

かん

境
きょう

を守
まも

ることや省
しょう

エネルギーへの意
い

識
しき

から、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

などの再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な自
し

然
ぜん

エネル
ギーをもっと利

り

用
よう

しようという動
うご

きが広
ひろ

まっています。
　今

こん

回
かい

の達
たつ

人
じん

たちが取
と

り組
く

んでいるのは、今
いま

ある発
はつ

電
でん

設
せつ

備
び

も活
い

かしながら、自
し

然
ぜん

エネルギーを利
り

用
よう

した発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

を上
じょう

手
ず

に取
と

り入
い

れていこうという試
こころ

みです。ここで
大
たい

切
せつ

なのが、さまざまな方
ほう

法
ほう

でつくった電
でん

気
き

をまとめて、
安
あん

定
てい

した電
でん

気
き

を無
む

駄
だ

なく送
おく

り出
だ

すこと。火
か

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

や
水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

なら、つくる電
でん

気
き

の量
りょう

をコントロールしやす
いのですが、太

たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

はそうはい
きません。太

たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

は、曇
くも

りや雨
あめ

の日
ひ

にはほとんど
電
でん

気
き

をつくれませんし、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

はそれこそ風
かぜ

まかせ。
気
き

象
しょう

予
よ

測
そく

がとても重
じゅう

要
よう

になってきます。

安定した電力を届ける研究 　電
でん

気
き

が足
た

りなくなるのは困
こま

りますが、つくりすぎても
無
む

駄
だ

になってしまいます。つくりすぎた分
ぶん

は蓄
ちく

電
でん

池
ち

にた
めておけばよさそうな気

き

もしますが、設
せつ

備
び

への負
ふ

担
たん

や費
ひ

用
よう

のことなどを考
かんが

えると、ためるよりバランスよくちょうど
いい量

りょう

だけの電
でん

気
き

をつくる方
ほう

がいいのです。そのため
に、毎

まい

日
にち

の気
き

象
しょう

データなどを基
もと

に、つくることのできる
電
でん

気
き

の量
りょう

と使
つか

う量
りょう

を予
よ

測
そく

し、どの方
ほう

法
ほう

でどれだけ電
でん

気
き

をつくるのがいいのか、そのやり方
かた

を研
けん

究
きゅう

するのが今
こん

回
かい

のプロジェクトの目
もく

的
てき

なのです。

私たちが毎日使う電気をつくるために、太陽光
や風力などの、再生可能な自然エネルギーをで
きるだけたくさん取り入れる。今回は、そんな
社会を目指したプロジェクトが進められている
東京都の新島村を取材しました。
取材協力／	東京電力パワーグリッド株式会社、
	 株式会社東光高岳　協力／パワーアカデミー　
取材・文／寺西憲二　写真／飯島 裕　イラスト／すぎうらあきら

再生可能エネルギーの導入拡大に向けて

新島の主な設備

新島村で実施中
電力制御・予測の実証試験

大きな風力発電機の前で
ガッツポーズを決めるのは、
今回の電気の達人・厚川
貴生さん。いろいろな方法
でつくった電気をバランスよ
くミックスさせる技術を研究
しているゾ！

太陽光や風力を利用して
電気をつくる取り組みは
全国で行われているけど、
達人たちはここでどんな
ことをやっているのかな？

今回取材した新島へのアクセ
スは船か飛行機。高速船を
使うと東京から3時間だけど、
調布飛行場から飛行機に乗
れば、わずか35分ほどで着
いてしまう。

阿土山風力発電所

大原太陽光発電所

港にある漁業協同組
合の施設では、魚を
冷やす氷をつくるた
めに、たくさんの電
気が使われている。
冷蔵庫と同じように、
コンプレッサーを動か
し、冷媒となる気体
を瞬間的に膨張させ
て冷やす。

漁協本村事務所
製氷施設

これが
冷却水循環設備

コンテナの中に
蓄電池と制御盤
が入っている

パネルがびっしり

デカイ
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身近な話題やニュースを取り上げて、
電気工学のことをわかりやすく解説し
ているコーナーをはじめ、電気の現場
で働く人や研究者のインタビューも充
実！　ぜひチェックしてみてね。

パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！

今回のプロジェクトは
実証試験として行われて
いるものだけど、
プロジェクトが終わった
後も施設は残るんだ。
未来の日本の電力ネット
ワークのモデルケースに
なったらいいね！

厚
あつ

川
かわ

貴
たか

生
き

 さん
（ 東京電力パワーグリッド株式会社）

厚川貴生さんは、発電所でつくった電気を送り出
したり振り分けたりする仕事のプロ。今回のプロ
ジェクトでは全体のまとめ役として活躍しています。

ロボットが活
かつ

躍
やく

す

るようになると思
おも

うよ。例
たと

えば、施
し

設
せつ

の点
てん

検
けん

作
さ

業
ぎょう

や危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

の巡
じゅん

回
かい

な

ど、人
にん

間
げん

ができな

いようなことをロ

─達
たつ

人
じん

は、ここではどんな仕
し

事
ごと

をしているの？	
厚
あつ

川
かわ

　このプロジェクトは私
わたし

たちの会
かい

社
しゃ

だけじゃなく

て、国
くに

からの要
よう

請
せい

を受
う

けたいろいろな企
き

業
ぎょう

や団
だん

体
たい

、大
だい

学
がく

などが協
きょう

力
りょく

して進
すす

めているんだ。私
わたし

の仕
し

事
ごと

は、みん
なの意

い

見
けん

を聞
き

いて、それを取
と

りまとめることだよ。
─プロジェクトのために、わざわざ新

にい

島
じま

を選
えら

んだの

はどうして？	
厚
あつ

川
かわ

　この島
しま

のような、あまり大
おお

きくない閉
と

じられた

地
ち

域
いき

で実
じっ

証
しょう

試
し

験
けん

を行
おこな

う方
ほう

が、データをまとめやすいん
だよ。将

しょう

来
らい

は日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

にネットワークが広
ひろ

がると思
おも

う

けど、新
にい

島
じま

がそのミニチュア版
ばん

って考
かんが

えるとわかりや

すいんじゃないかな。
─一

いち

番
ばん

大
たい

変
へん

なのはどんなところ？	
厚
あつ

川
かわ

　風
かぜ

や天
てん

気
き

など、自
し

然
ぜん

や環
かん

境
きょう

の急
きゅう

な変
へん

化
か

を予
よ

測
そく

す

るのが難
むずか

しいね。特
とく

に、風
かぜ

はいきなり強
つよ

さや向
む

きが変
へん

化
か

することがあるし、地
ち

上
じょう

からの高
たか

さによる違
ちが

いも大
おお

きいんだ。
─達

たつ

人
じん

は子
こ

供
ども

のときから電
でん

気
き

に興
きょう

味
み

があったの？
厚
あつ

川
かわ

　電
でん

気
き

そのものっていうわけじゃないんだけど、
大
おお

きくなったらロボットをつくりたかったな。
─ロボット少

しょう

年
ねん

だったんだ！
厚
あつ

川
かわ

　そうだね。でも、だんだん電
でん

気
き

のことを勉
べん

強
きょう

し

たくなって、大
だい

学
がく

ではロボットをつくる機
き

械
かい

工
こう

学
がく

じゃ

なくて、電
でん

気
き

工
こう

学
がく

を選
えら

んだんだ。
─それじゃあ、もうロボットのことはあまり考

かんが

えな

くなった？	
厚
あつ

川
かわ

　そうでもないよ。電
でん

気
き

の会
かい

社
しゃ

でも、これからは

ボットにやってもらうようになるだろうね。
─電

でん

気
き

はこれからどんなふうになっていくのかな？	
厚
あつ

川
かわ

　今
いま

は、大
おお

きな発
はつ

電
でん

所
しょ

でたくさんの電
でん

気
き

をつくっ

て送
おく

り出
だ

すのが普
ふ

通
つう

だけど、これからは、自
し

然
ぜん

のエネ

ルギーを利
り

用
よう

したりして、いろいろな方
ほう

法
ほう

で電
でん

気
き

をつ

くるようになるだろう。そんな、さまざまな種
しゅ

類
るい

の発
はつ

電
でん

所
しょ

が集
あつ

まって、電
でん

気
き

のネットワークを形
かたち

づくるよう

な社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

しているんだ。
─あちこちに、自

し

然
ぜん

エネルギーを利
り

用
よう

したいろいろ

な発
はつ

電
でん

所
しょ

ができるといいな。	
厚
あつ

川
かわ

　今
こん

回
かい

のプロジェクトはそのための第
だい

一
いっ

歩
ぽ

でもあ

るんだよ。
─今

いま

の仕
し

事
ごと

にやりがいを感
かん

じている？
厚
あつ

川
かわ

　もちろんだよ。電
でん

気
き

ってとても身
み

近
ぢか

だけど、い
つでも同

おな

じように、みんなが安
あん

心
しん

して使
つか

えるようにす

るために、大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

たちが一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

働
はたら

いている。自
じ

分
ぶん

もその一
いち

員
いん

として、毎
まい

日
にち

の暮
く

らしに必
ひつ

要
よう

な電
でん

気
き

という

ものをつくり、社
しゃ

会
かい

のために役
やく

立
だ

っていると思
おも

うと、
とてもやりがいを感

かん

じるよ。
─プロジェクトはこの後

あと

どうなるの？
厚
あつ

川
かわ

　2019年
ねん

2月
がつ

までの残
のこ

り約
やく

1年
ねん

間
かん

の実
じっ

証
しょう

期
き

間
かん

の

中
なか

で、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な自
し

然
ぜん

エネルギーが効
こう

率
りつ

よく使
つか

えるよ

うに、今
こん

後
ご

もさまざまな試
し

験
けん

を行
おこな

いながら、必
ひつ

要
よう

な

データを取
と

りまとめていく予
よ

定
てい

だよ。

直撃
インタビュー!!　プロジェクトの舞

ぶ

台
たい

になったのは、東
とう

京
きょう

都
と

の新
にい

島
じま

村
むら

。本
ほん

格
かく

的
てき

な実
じっ

証
しょう

試
し

験
けん

が始
はじ

まったのは去
きょ

年
ねん

の4月
がつ

のこ
とでした。それまでは、島

しま

のすべての電
でん

気
き

は島
とう

内
ない

にある
ディーゼル発

はつ

電
でん

所
しょ

でつくっていましたが、試
し

験
けん

が行
おこな

われ
る際

さい

には太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

や風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

によってつくられた電
でん

気
き

もミックスして供
きょう

給
きゅう

されるようになりました。
　実

じっ

際
さい

の実
じっ

証
しょう

試
し

験
けん

で達
たつ

人
じん

たちを悩
なや

ませたのは、バラン
スを取

と

ることの難
むずか

しさでした。気
き

象
しょう

庁
ちょう

が発
はっ

表
ぴょう

する天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

が外
はず

れることはあまりないのですが、風
かぜ

は突
とつ

然
ぜん

強
つよ

く
なったり弱

よわ

くなったりすることがよくあります。また、少
すこ

し
離
はな

れただけの場
ば

所
しょ

でも違
ちが

う方
ほう

向
こう

から吹
ふ

いてきたりするこ
ともあるのです。
　予

よ

測
そく

しなければならないのは、つくることのできる電
でん

気
き

の量
りょう

だけではありません。例
たと

えば、暑
あつ

ければ冷
れい

房
ぼう

、

新島での運用実証試験 寒
さむ

ければ暖
だん

房
ぼう

をたくさん使
つか

うので、そのぶん電
でん

気
き

の使
し

用
よう

量
りょう

は増
ふ

えます。電
でん

気
き

をたくさん使
つか

うときと、あまり使
つか

わ
ないときとの差

さ

は2倍
ばい

以
い

上
じょう

。ですから、島
しま

の人
ひと

たちが使
つか

う電
でん

気
き

の量
りょう

も予
よ

測
そく

して、うまくバランスを取
と

らなければな
らないのです。
　いろいろな方

ほう

法
ほう

でつくった電
でん

気
き

のバランスがくずれる
と、交

こう

流
りゅう

電
でん

気
き

の電
でん

圧
あつ

や周
しゅう

波
は

数
すう

が不
ふ

安
あん

定
てい

になったり、
最
さい

悪
あく

の場
ば

合
あい

は停
てい

電
でん

になってしまう危
き

険
けん

もあります。あっ
て当

あ

たり前
まえ

の電
でん

気
き

ですが、品
ひん

質
しつ

のいい電
でん

気
き

を安
あん

心
しん

して
使
つか

えるようにするのが達
たつ

人
じん

たちの腕
うで

の見
み

せどころ。試
し

験
けん

を重
かさ

ねるうちに、気
き

象
しょう

や、電
でん

気
き

の需
じゅ

要
よう

と供
きょう

給
きゅう

の予
よ

測
そく

の精
せい

度
ど

が少
すこ

しずつ上
あ

がり、データ収
しゅう

集
しゅう

も順
じゅん

調
ちょう

に行
おこな

われ
ているそうです。
　達

たつ

人
じん

たちの成
せい

果
か

を基
もと

に、私
わたし

たちが使
つか

う電
でん

気
き

の多
おお

く
が、自

し

然
ぜん

エネルギーによってつくられたものになる日
ひ

が
早
はや

くやってくるといいですね。

子供のころはロボットをつくる
技術者になりたかったという
達人。身近なエネルギーで
ある電気への興味が深まり、
今の仕事を選んだ。

※新島での運用実証試験は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総
合開発機構（NEDO）の事業である「電力系統出力変動対応技術研究開発
事業」の一環として行われています。

達人が新島へ行くと
きは、東京都調布
市にある調布飛行
場から19人乗りの
双発プロペラ機を
利用する。空から
の眺めも最高だゾ！

統合制御システムのしくみ

出力予測データ発電実績のフィードバック

再エネ出力予測システム新島の電源はこれまでディーゼ
ル発電設備だけだったが、今回
のプロジェクトにより、新たに、
太陽光発電設備、風力発電設備、
蓄電池を島内に設置。従来のデ
ィーゼル発電設備と、再生可能
な自然エネルギーを組み合わ
せ、再生可能な自然エネルギー
を無駄なく使うためのシステム
開発と運用実証試験を行ってい
る。

風力発電設備や太陽光発電
設備が需要を超える量を発電
している場合は、蓄電池で余
剰分を吸収し、各発電設備
の発電が制限される。また、
交流電気の電圧や周波数が
乱れたときは、蓄電池から放
電することで安定が図られる。

島内に設置された観測装置
から得られた気象観測デー
タなどを基に、「再エネ出力
予測システム」が再生可能
な自然エネルギーの出力を
予測する。また、発電実績
がフィードバックされることで、
予測の精度が向上する。

統合エネルギー管理システム
指令室の役割を果たすのが「統
合エネルギー管理システム」だ。
再生可能な自然エネルギーの出
力予測データ、電気利用者の需
要予測データなどを基に、需給計
画を立て、太陽光発電設備、風
力発電設備、蓄電池などの各設
備に制御指令を送っているゾ。ディーゼル発電設備

気象観測
データ

蓄電池設備風力発電設備太陽光発電設備 小規模設備
（ヒートポンプなど）

出力制御 出力制御

出力制御

出力制御出力制御
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